
令和７年度 第２回学校運営協議会 会議録 （要点記録） 

 

１ 開催日時       令和７年６月１１日（水）１３時～１５時１０分まで 

２ 開催場所       大平台小学校 会議室 

３ 出席委員       井嶋 吉廣、齋藤 良夫、内藤 明子、今井 孝 

             幅 あけみ、シム キュマン、伊藤 真弓 

４ 欠席委員       白井 俊早、稲葉 大輔、山内 あけみ 

５ オブザーバー     野嶋 俊之（入野協働センター館⾧） 

６ 学校支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ   荻 哲也、今明 真理 

７ 学  校       安藤 靖之（校⾧）、大澤 真一郎（教頭）、遠藤 芳枝（教務主任） 

８ 傍 聴 人        なし 

９ 会議録作成者     ＣＳディレクター 尾白 栄子 

10 議⾧の選出   

  司会から議⾧の選出について委員に意見を求めたところ、内藤委員を推挙する旨の発言があり、全員異議 

 なくこれを承認した。 

11 協議事項 

（１） 屋上庭園について 

（２） 生活ボランティアについて 

12 会議記録 

  大澤教頭から委員総数１０人のうち７人の出席があり、過半数に達しているため、会議が成立している 

 旨の報告があった。 

（１） 屋上庭園について 

議⾧の指示により、荻学校支援コーディネーターから屋上庭園について、以下の説明があった。 

・今年度は、５月から学校の環境整備委員会、ボランティア、おやじの会、さなる幼稚園、オイスカ高校・ 

専門学校の学生と連携して進めている。また、地域のもりあげ隊とシニアクラブも関わりをもたせたい。２・ 

３年生は花や野菜、4 年生はツルレイシ、１２月はチューリップの球根植えとボランティアの平日の活動が 

スムーズにできるよう取り組みたい。保護者から綿を植えたいと要望もある。屋上庭園の環境的な目標を設 

定する話し合いを先生方と持ちたい。 

  委員からは、以下の発言があった。 

  ・子供たちが屋上庭園で作りたいものがあり、その意見を生かして、庭園ができていく方がいい。子供たち 

   が、デザインしたものを大人が手伝うことで、意欲も上がる。今年度はスタートしているので、来年に向 

けて、今年度末から計画した方がいい。                        …今井委員 

  ・ブログで発信して、ボランティアが取り組みやすい流れができるようにしていきたい。 

…荻学校支援コーディネーター 

  ・学年毎に来年度の取り組みがイメージできるような取り組みはあるのか？またリーダーはいるのか？ 

                                            …シム委員 

  ・学校では代表委員会がある。                            …大澤教頭 

  ・５年生が主となり、４年生が関わり、次年度につなげていくといい形になる。1～６年生までどれくらい 

   関われるか、３～５年生だけでも関われるようにと思う。               …今井委員 

  ・2 年生は花、3 年生は花と野菜、４年生はツルレイシと、各学年が何かしらの関わりを持ちたい。以前は 

泥遊びや水まき、バケツでお米栽培を行ったこともあるので、臨機応変に取り組みたい。 

   …荻学校支援コーディネーター 



・大平台高校では古代米の栽培をしている。                      …今井委員 

  ・授業の観察など、学校として何をしたいか決めてほしい。               …内藤委員 

  ・ボランティアの方々とタイアップしながら、進めたい。               …安藤校⾧ 

（２） 生活ボランティアについて 

議⾧の指示により、伊藤委員から以下の説明があった。 

・5 月２７日に説明会を行った。参加できる日を募り、６月５日よりボランティア活動を始めた。1 週間経

ったところで、たくさんの意見や質問が出ている。どのような見守り方をするのか、 

 授業の基本ルールがわからない、教室への出入りを子供たちに事前に説明してほしい等、事前にボラン 

 ティアへの説明の必要性を感じる。先生方のボランティアの捉え方も様々だ。個別の生徒の対応に苦慮し 

 た例もあり、学校としてボランティアの活動指針、先生とボランティアの認識を図りたい。ボランティ 

 ア活動に不安感や不信感のないよう、ある程度の期間が過ぎたところでボランティアの情報交換をする 

 機会を設けたい。                                  

 委員からは、以下の発言があった。 

・やってみないとわからないことがあるので、そこから話し合いをして改善し、できることとできないこ 

 とを決めて活動していきたい。                           …内藤委員 

・見守るだけで何かをやるということではなく、その場にいるボランティアでいいと思う。 …今井委員 

・他校のボランティア活動で、活動を２，３回すると疲れ果ててやめてしまう事例がある。生徒の個別対 

 応等まで関わらず、その場で見守るだけでいいと思う。ボランティアは先生とは違う。今後、活動回数 

 が増える前に、感想や気付いたことを話すために集まりを設けた方がいい。        …幅委員 

・今後、ボランティアの参加を募る場合、どこまで誘っていいか？            …内藤委員 

・現役の保護者よりも大平台小学校を卒業した子供の保護者や大平台地区に住んでいる方がいいと思う。 

                                          …今井委員 

・大平台小学校区の保護者がふさわしいと思う。                     …幅委員 

・現在、大平台小学校に子供が在籍している保護者を対象にしている。ボランティアに参加する方の思い 

 に沿った、シフトを組みたい。                           …安藤校⾧ 

・ボランティア全員で７月末に集まって、相談したい。                 …伊藤委員 

・休み時間に廊下で子供たちの様子を見守るだけでも助かっている。           …大澤教頭 

・先生によっては、ボランティアの捉え方が違うように感じる。             …内藤委員 

・先生からのリクエストによるボランティアではないのか？               …シム委員 

・先生からの要望でボランティアが始まった。現在は１・２年のクラスに入ってもらっている。 

                                          …大澤教頭 

・街探検やミシンや調理実習の授業のボランティア活動をしてもいいと言ってくれる方もいる。現在参加 

 している１６人が離脱しないように活動をしていきたい。               …伊藤委員 

・６月中旬の２年生の街探検に参加してくれるボランティアを募っている。        …大澤教頭 

13 報告 

 〇学習ボランティアについて 

議⾧の指示により、今明学習支援コーディネーターから以下の説明があった。 

・１年生はまだ宿題がないので、学習支援ボランティアを行っていないが、対象となる子供が６人と聞い 

 ている。人材が不足していて、生活ボランティアに声掛けしたい。1 年生は５時間目に放課後勉強会を 

 開催したい。３年目に入り、掛け算や九九、漢字の書き順が定着してきた。現在は６人のボランティア 

 で週３回開催している。 

 



委員からは、以下の発言があった。 

・他校では週１回の開催で１０数人の登録があり、活動を行っている。６人で週３回は負担が大きい。 

                                          …内藤委員 

・１年生６人の学習ボランティアを５時間目に配置できるよう補いたいが、人数が少ない。無理が積もる 

 と大変になってしまい、ボランティア活動から離れてしまう。             …伊藤委員 

14 連絡事項 

・地区の住民の方々の地域に対する熱意を感じる。協働センターとしても子供講座等開催して、関わりを 

 もちたい。毎月第３日曜日の９時から１７時まで、協働センターの体育館を無料で開放しているので、 

 使用を促したい。他地区でも同様に開放している。               …野嶋オブザーバー 

 

その他報告事項等  

司会から次回の会議は、７月２３日（水）９時から１１時まで大平台小の会議室にて開催する旨の発言が 

あった。 

  

今後の日程（予定） 

第３回 学校運営協議会  ７月２３日（水） ９：００～１１：００ 

第４回 学校運営協議会 １２月１６日（火）１０：００～１２：００ 

第５回 学校運営協議会  ２月 ３日（火）１０：００～１２：００ 


